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日中国交正常化４０周年記念 

ＡＰＵ中国舞踊団体「舞の華」初公演 「舞古今」開催のお知らせ 
 

立命館アジア太平洋大学（以下 APU）の学生団体「舞の華（まいのはな）」が、6月 26日（火） 
19時より APUミレニアムホールにて、日中国交正常化 40周年を記念し、初公演「舞古今（まいこき
ん）」を開催します。 
この公演は、一般の方もご入場いただけます。（入場無料） 
 
 「舞の華」は、2010年に設立された APUの中国伝統舞踊サークルで、今回が初の公演となります。
「舞古今」の公演タイトルのもと、古代～現代の中国舞踊の変遷をテーマに、きらびやかな衣装を身

にまとい踊る「千手観音」、楊貴妃に題材をとった舞「貴妃酔酒（きひすいしゅ）」、伝統楽器の古筝（こ

そう）の演奏、日本舞踊「荒城の月」など、多彩なパフォーマンスを行います。 

 
「舞の華」代表の CHEN Yayan（チェン ヤヤン＝陳雅妍 APM 2回生）さんは、「公演では、中国の
舞踊の歴史を紹介します。古代から現代までの衣装を揃えるのが大変でしたが、多くの方のご協力で

集めることができました。ファッションショーも行いますので、中国の服飾文化についてもお楽しみ

ください。多くの方に中国文化を知っていただき、日中両国がより活発な交流を行えるよう頑張りま

す」と意気込みを述べています。 
 

中国舞踊団体「舞の華」初公演 「舞古今」 開催概要 

 
 日 時：6月 26日（火）19:00～21:00 
 会 場：APUミレニアムホール（大分県別府市十文字原 1-1） 
 入場料：無料 ※一般の方もご入場いただけます。 
 主 催：APU学生サークル「舞の華」 
 （協力団体 C-Sound、漢文化クラブ、箸ダンス） 
 ※全て APU学生団体 
 

＜プログラム＞ 
 千手観音、唐時代の舞「貴妃酔酒」、古筝演奏、清時代の舞「旋墨」、

 旗袍舞（チャイナドレスの舞）、 
 古代、近代、現代のファッションショー、 
 HIPHOPダンス「不要不要」、「Moon Walks」 
 特別プログラム…日本舞踊「荒城の月」   など 

 
※ APUサークル「舞の華」…2010年設立。中国伝統舞踊の紹介と普及に努めており、代表的なパフォー
マンスは「千手観音」。約 60名のメンバーのうち、3割は中国以外の出身者で、内訳は日本、韓国、ベ
トナム、シンガポール、米国、アフリカ地域と多国籍。入学式やチャイニーズウィークなど学内での

活動のほか、地域のお祭りや福祉施設などでも積極的に活動しています。 
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